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「絞り込み検索の使い方－初心者編」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱ 富士栄

ＪＰ法株価分析システム中の「絞り込み検索」には様々な検索が組み込まれています。
これら全てを覚えなければいけないのか？というとそうではありません。
この中から、気に入った検索を４、５つほど使えばいいのです。
今回は、初心者の方に向けて一番簡単な手順を説明していきます。

■絞り込み検索を使って、動意付いた銘柄を探し出す方法を紹介します。
まず一番最初にする操作は、どの銘柄群からスクリーニングしてくるか？ということ
を決めます。
銘柄群とは、東証１部なのか、225採用銘柄なのか、全銘柄なのかといったことです。

これは「６１．検索対象銘柄選択」を使います。

■最初にすること 「６１．検索対象銘柄選択」
今回は、信用銘柄の中から銘柄をスクリーニングしたいと思います。
「信用銘柄」を選択し、「選択実行」をクリックします。

銘柄がくるくるとまわり始め、またもとの画面表示となります。
次は、動意付いた銘柄というとで、上放れた銘柄を見つけてきます。
これは、「３５．ハイローバンド検索」を使います。３５番をクリックします。
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■「３５．ハイローバンド検索」
まず、検索日を決めますので、「検索種別・日付」をクリック、
「日足検索」、「常に直近」を選択します。
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ここまで出来たら、「検索条件」をクリックします。
バンド周期は「３」、「買転換」を選択します。
※この意味は、簡単にいうと、過去３日間の高値を上抜いてきた銘柄ということです。

次は、「実行」をクリックします。検索が開始され、銘柄がまわり出します。
検索が終わると、またもとの画面表示となります。

いったいどんな銘柄が合格しているのでしょうか？見てみましょう。

■「８０．検索結果」をクリックします。「読込」をクリックします。

次は、出来高の増加が伴っているということで、「２８．最大出来高」を使います。
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■「２８．最大出来高」
検索日を決めますので、「検索種別・日付」をクリック、
「日足検索」、「常に直近」を選択します。
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検索条件に戻って、さかのぼる期間を「２０」、「次の銘柄へ」を選択します。
簡単にいうと、過去２０日間で今日が一番出来高が多かったという意味です。

「実行」をクリックすると検索がスタートします。

先程のハイローバンド検索に合格した中からスクリーニングしてきます。
銘柄をふるいにかけているとお考え下さい。

検索が終わるともとの画面表示となのます。また、８０．検索結果を見てみましょう。

銘柄が減ってこれだけになりました。

残った銘柄のチャートを見たい場合は、各チャートボタンをクリックします。
今回は「分析チャート」をクリックしてみました。
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「次銘柄」をクリックすると２番目の銘柄のチャートを表示します。

ここまでで、一連の流れは終わりです。

■まとめ
最初に検索する場合は、必ず「６１．検索対象銘柄選択」から

各検索をするときにいきなりきつい検索条件でスクリーニングしてしまうと、一気に
銘柄が減る、または「０」となるので、目が粗いふるい（検索）からだんだん細かく
させましょう。

慣れないうちは、１つの検索が終わる度に、「８０．検索結果」をクリックし、何銘
柄残っているか確認しましょう。

各検索の画面でいきなり「実行」をクリックせずに「検索種別・日付」を選択し、日
足なのか、週足なのか、月足なのかを決め、過去の日を調べるのか、最新の日付を調
べるのかをセットしましょう。

各検索をクリックした途端にエラーとなったら、絞り込み検索画面上にある「各検索
初期設定」ボタンをクリックしてエラーを直します。※次ページ以降で解説
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■もし、このようなエラーが表示されたら・・・

まずは、「ＯＫ」をクリックし、「×」で検索画面を閉じます。
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次に黄色いボタンの「各検索初期設定」をクリックします。

エラーとなった検索の番号を入力する画面となります
今回は「４．十字線」です。よって「４」と入力し、「ＯＫ」をクリックします。

ここまで出来たら、再度、「４．十字線」をクリックします。
エラーがなくなっているはずです。

●会報で取り上げて欲しいご要望を受付中です。
ＪＰ法株価分析システムでこの機能を解説して欲しい、というご要望がありましたら、
ご連絡下さい。
次回以降の会報で説明していきたいと思います。


